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平成元年の出会いと令和元年の別れ 

松崎 武志 

 

 私は高校、大学と鉄道研究会に所属していた。千葉県の公立中学出身のため、中学には

鉄研以前に文化部が無く、高校に進学すると放送委員会と鉄道研究同好会に入部した。そ

こで知り合ったのが同級生の梅本君だった。梅本君は私よりもずっと鉄道知識が豊富で、

旅慣れていた。高校在学中は長期休暇になると、鉄研のメンバー達とともに旅行へでかけ

た。それ以外に梅本君と二人で旅行をしたこともあった。 

平成２(1990)年の春休み、私が初めて一人で鉄道旅行をする際、当時毎日東京－大垣間

を運行していた普通電車、いわゆる「大垣夜行」を往復利用し、広島へ行く計画を立てた。

当時は青春 18きっぷを利用する旅行がブームで、「大垣夜行」は長期休暇になると臨時列

車まで運行されていた。日付の変わる横浜駅から定期運行の 165系９両編成に乗ろうとし

たらドアまで乗客が立っている有様で、私は仕方なく後発の臨時６両編成に乗った。臨時

も混んでいたが、旅の前に梅本君から授けられたアドバイス「大垣夜行に乗っている通勤

客は大磯までに降りる」を思い出し、車内の中ほどまで進むとスーツ姿の会社員と思われ

る男性の側に立った。平塚に着くと梅本君の言う通り、その男性は降りていったので、空

いた席に座った。名古屋から新幹線で広島へ行き、平和記念公園を見学して、あとは普通

列車を乗り継いで大垣まで上る計画だったが、三原でつらくなり、公衆電話から梅本君に

電話をして激励してもらったことを記憶している。 

 高校卒業後、梅本君と私は共に一浪し、お互い別々の大学に進学した。寮に住んでいた

私は一人暮らしをしている梅本君の家へ泊まったり、寝台特急「瀬戸」で四国へ旅行した

りするなどの交流があった。社会人になってからは特に相談した訳でも無いのに、なぜか

お互い青戸に住んだ。平成12(2000)年10月には品川のホテルパシフィック（現在はGOOS）

で開かれた梅本君の結婚披露宴に招待された。しかし、梅本君が父親になり、私が元住吉

へ転居した頃から疎遠になり、年賀状のやり取りも途絶えてしまった。 

 そして、昨年 11月、高校の放送委員会の先輩からメールで梅本君の訃報を知らされた。

心不全とのことだった。11月 23日に新京成電鉄高根木戸駅近くにある斎場で営まれた告

別式で、私は 20 年ぶりに梅本君の奥様と会った。そこには立派に成長した中高生の息子

さんや娘さんも参列していた。いい夫であり、いい父親だったのだな、と思った。高校卒

業後に九州へ旅行した際、途中で風邪を引いた梅本君に対して、私は「無理しろよ」と心

ない一言を発してしまったが、告別式の終わりに重たい棺を参列者と運びながら、「もう

無理しなくていいんだよ」と呟いた。 

 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 
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 昨年の「停車場」では東京オリンピック開催に伴う行事の変更について、恨み節のよう

な原稿を書いたが、当時からすれば全く想像の付かなかった世界になった。あれから１年

４ヶ月が経ち、現在は新型コロナウィルス感染症拡大という事態に見舞われている。「人

生には、上り坂・下り坂・まさか、という３つの坂がある」と友近が言っていたが、まさ

か１月に高学祭が、しかもオンラインという形で行われようとは、昨年の段階で一体誰が

想像できただろうか。 

一斉休校が終わり、２ヶ月遅れで高輪にも中学一年生が入学し、当部も 17 名の新入部

員を迎えた。しかし、「旅行・鉄道研究部」という名前でありながら、コロナ禍が収束し

ない限り、泊まりの旅行はできない。いつになったら従来の鉄研旅行は再開できるのだろ

うか。 

そして、あと４年間は変わらないと思っていた学年主任をわずか２年で更迭され、現在

は「入試広報部長」という役職に就いている。倉本教諭が他クラブの顧問になり、代わり

に大塚教諭と江戸教諭が顧問に加わり、これまでボランティアで鉄研旅行に参加してくれ

ていた野澤技術職（のざりん）も、正式に鉄研の顧問となった。 

 昨年の停車場で私は「昔の新聞を読むと未来が見えたような気になる」と書いたが、や

っぱり未来は見えないものだな、と痛感している。 

 

 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 

今年度の高校３年生は「大学入学共通テスト」初年度の学年である。国語・数学の記述

式導入見送りや英語民間試験の延期など、二転三転した国策に最も振り回されている高３

生には本当に申し訳ない思いでいっぱいである。最後の盛り上がり行事である高校３年次

の体育祭が、一斉休校に伴い中止となってしまったのは残念でならない。 

現高３部員は入学時には 12名が在籍していたが、最後まで在籍していたのも 11名で、

入れ替わりはあったものの、引退まで活動した部員数が近年では多い部類に入る。 

部長は学期末になると成績認定課題と格闘していたが、普段は性格温厚にして、人望も

厚かった。生徒会役員や高学祭執行部として活躍する部員も多く、高学祭直前になると鉄

研との両立に苦しんでいた光景が目に焼き付いている。 

私が担当している模型班の二人はいずれも個性的でしょっちゅう口論をしていて、気苦

労が絶えなかった。しかし、二人が引退して百周年記念館に来なくなると、時々寂寥感に

襲われた。 

この停車場が発行される頃、高校３年生は自宅学習期間に入っている。３月 15 日の卒

業後に進学する大学もまたオンラインでの授業が中心となり、世間のイメージとは違った

大学生活を送ると思うが、「明けない夜はない」ことを忘れず、１日１日を精一杯生きて

いって欲しい。 

 


